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◆活用するシーズ（開放特許）
株式会社リコー
『音波を使ったナビゲーション』

音波を使ったGPS不要のマップ ＋ アクセス制御

・本製品/サービスの販売先（ BtoB □BtoC □その他）
□一般消費者 □製造業（□メーカー、□加工、□その他） サービス業
□情報通信業 □小売業 □飲食業 その他（医療業）

・製品/サービスの内容
特定の音波を発信する装置を取り付け、
アプリをインストールしたデバイスで、その音波を受信することで、GPS等に
頼らず、エリアの位置情報を確認できます。
（音波は人の耳には聞こえないよう調整可能）

また、アクセス制限エリアの入口に音波を発する装置を取り付け、デバイスの
アプリ機能を追加することで、音波を受信したスマホでID認証をし、ドア開閉
制御等にも展開が可能です。
音波を使ったID送信のため、電波やGPSによる機器の干渉・誤作動のリスクも
減らせる可能性があります。

（参考）本アイデアの実施者のイメージ、おすすめ業種※一例
〔業種： 製造業（ メーカー、□加工、□その他）□サービス業

情報通信業 □小売業 □飲食業
□その他（ ）〕

◆実現できる未来
GPSが使えない場所でも、スマホがあれば、設置されたスピーカーの音波を利用して、位置情報の確認・特定エリアのアクセス制御が可能に。
音波は、人の耳には聞こえない周波や、既存のBGMに紛れ込ませることもでき、ストレスフリーに利用可能。

※上記は、制限エリアの位置情報発信に加え、アプリを組み合わせることで
音波を受信したスマホで入室ID認証を行う様子（イメージ）
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